
ま
と
め

2

漢
字
の
成
り
立
ち
（
六
書
）

中
国
の
後
漢
の
こ
ろ
か
ら
、
漢
字
は
造
字
法（
作
ら
れ
方
）・
運
用
法（
用

い
ら
れ
方
）の
上
で
六
種
類
に
分
け
ら
れ
、
こ
れ
を
六り

く

書し
ょ

と
呼
ん
で
い
る
。

造
字
法
に
よ
る
分
類

a

象し
ょ
う

形け
い

文
字
…
…
物
の
形
を
象か

た
ど

っ
た
絵
画
的
な
文
字
。
他
の
文
字
を
造

る
上
で
最
も
基
本
的
な
働
き
を
す
る
。

s

指し

事じ

文
字
…
…
も
の
ご
と
の
位
置
・
数
量
・
性
質
な
ど
、
抽
象
的
な

こ
と
が
ら
を
点
や
線
で
示
し
た
、
一
種
の
符
号
文
字
。

d

会か
い

意い

文
字
…
…
す
で
に
で
き
て
い
る
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、
別
の

新
し
い
意
味
を
示
し
た
文
字
。

f

形け
い

声せ
い

文
字
…
…
形
（
意
味
）
を
表
す
文
字
と
、
声
（
音
）
を
表
す
文

字
を
組
み
合
わ
せ
た
文
字
。（
全
漢
字
の
八
割
以
上
が
こ
れ
に
あ
た
る
）

（
音
符
）…

（
意
符
）…

運
用
法
に
よ
る
分
類

g

転て
ん

注ち
ゅ
う

文
字
…
…
あ
る
文
字
の
本
来
の
意
味
（
原
義
）
を
、
そ
れ
に
関

連
す
る
他
の
意
味
（
転
義
）
に
転
用
し
た
文
字
。

〈
原
義
〉

〈
転
義
〉

楽
（
ガ
ク
）〈
音
楽
〉.

/

楽
（
ラ
ク
）〈
楽
し
い
〉

悪
（
ア
ク
）〈
わ
る
い
〉.

/

悪
（
オ
）〈
に
く
む
〉

h

仮か

借し
ゃ

文
字
…
…
あ
る
語
を
表
す
文
字
が
な
い
場
合
、
意
味
に
関
係
な

く
、
そ
の
音
だ
け
を
借
り
て
用
い
た
文
字
。
外
国
語
の
表
記
に
多
く
用

い
ら
れ
る
。（
万ま

ん

葉よ
う

仮
名
も
こ
れ
に
近
い
）

ア

メ

リ

カ

イ

ギ

リ
ス

ロ
ン
ド
ン

パ

リ

キ
リ
ス
ト

コ
ー
ヒ
ー

漢
字
の
成
り
立
ち
を
頭
に
入
れ
て
お
く
こ
と
で
、
初
め
て
出
会
う
文

字
の
意
味
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
漢
字
の
ほ
と
ん
ど
が
形
声

文
字
で
あ
る
か
ら
、
音
読
み
だ
け
は
音
符
の
部
分
か
ら
判
断
で
き
る
。

（
時
・
侍
・
峙
・
恃
・
蒔
・
痔

―
音
読
み
は
「
ジ
」
で
あ
る
）

漢
字
の
部
首

漢
字
を
構
成
し
て
い
る
基
幹
的
な
部
分
が
部
首
で
、
ほ
ぼ
次
の
七
種
類

に
分
類
で
き
る
。

a

偏へ
ん

（
左
側
に
つ
く
）

体
に
ん
べ
ん

情
り
っ
し
ん
べ
ん

狩
け
も
の
へ
ん

隠
こ
ざ
と
へ
ん

腹
に
く
づ
き

q

漢
字
の
基
礎

/

も
と

/
/

/
す
え

/
/

/
/
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q 漢字の基礎

s

旁つ
く
り

（
右
側
に
つ
く
）

刈
り
っ
と
う

邪
お
お
ざ
と

順
お
お
が
い

次あ
く
び

雄
ふ
る
と
り

d

冠
か
ん
む
り

（
上
部
に
つ
く
）

京
な
べ
ぶ
た

霜
あ
め
か
ん
む
り

窓
あ
な
か
ん
む
り

老
お
い
か
ん
む
り

発
は
つ
が
し
ら

f

脚あ
し

（
下
部
に
つ
く
）

熱れ
ん
が

盛さ
ら

悲こ
こ
ろ

泉
し
た
み
ず

g

垂た
れ

（
上
部
か
ら
左
側
に
か
け
て
つ
く
）

厚
が
ん
だ
れ

廃ま
だ
れ

病
や
ま
い
だ
れ

h

繞に
ょ
う

（
左
側
か
ら
下
部
に
か
け
て
つ
く
）

送
し
ん
に
ょ
う

延
え
ん
に
ょ
う

越
そ
う
に
ょ
う

j

構か
ま
え

（
外
側
か
ら
囲
ん
だ
り
、
挟
ん
だ
り
す
る
）

包
つ
つ
み
が
ま
え

匠
は
こ
が
ま
え

固
く
に
が
ま
え

間
も
ん
が
ま
え

街
ゆ
き
が
ま
え

主
な
部
首
は
、
名
前
と
意
味
を
覚
え
て
お
く
こ
と
。
部
首
の
意
味
を

知
る
こ
と
が
最
も
効
率
の
よ
い
漢
字
の
学
習
法
で
あ
る
。（
例

―
貝
は

貨
幣
の
役
目
を
し
た
の
で
貢
・
財
・
販
・
資
な
ど
。「

」は
神
事
に
関

係
が
あ
り
、「

」は
衣
服
の
関
係
だ
か
ら
、
祈
・
祝
・
禅
・
社
な
ど
と

襟
・
裸
・
複
・
補
な
ど
を
区
別
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
。）

漢
字
の
画
数

次
の
よ
う
な
部
分
・
文
字
の
画
数
に
注
意
す
る
こ
と
。

一
画
…
…

二
画
…
…

三
画
…
…

四
画
…
…

漢
字
の
筆
順
の
原
則

a

上
か
ら
下
へ

s

左
か
ら
右
へ

（
毎
） 

（
泉
） 

（
役
） 

（
低
） 

（
版
） 

（
糸
） 

（
好
） 

（
郊
） 

（
道
） 

（
延
） 

（
予
） 

（
風
） 

（
凶
） 

（
危
） 

（
友
） 

（
加
） 

（
匹
） 

（
九
） 

（
及
） 

（
乙
） 

乙 

（
例
外
）
繞に

ょ
う

は
あ
と
か
ら
。

d

横
画
か
ら
縦
画
へ

（
例
外
）
下
に
つ
き
抜
け
な
い
縦

画
は
途
中
で
書
く
。

f

中
央
か
ら
左
側
へ

（
例
外
）
次
の
二
つ
は
中
央
が
あ

と
に
く
る
。

g

外
側
か
ら
内
側
へ

（
例
外
）
次
の
二
字
は
内
か
ら
外
。

h

貫
く
縦
・
横
画
は
最
後

（
例
外
）
上
部
、
縦
画
、
下
部
、

の
順
。

な
ど
も

j

横
画
と
左
払
い
の
関
係

な
ど

短
い
画
を
先
に
書
く
。

な
ど

k

左
の
払
い
か
ら
右
の
払
い
へ

右
の
う
ち
特
に
j
お
よ
び
（
例
外
）
の
文
字
に
注
意
す
る
こ
と
。

ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
の
字
源

漢
字
を
簡
略
化
し
て
日
本
の
文
字
（
仮
名
）
が
つ
く
り
出
さ
れ
た
。

ひ
ら
が
な
　
（
ま
行
）
末
美
武
女
毛
　
（
ら
行
）
良
利
留
礼
呂

カ
タ
カ
ナ
　
（
サ
行
）
散
之
須
世
曽
　
（
ナ
行
）
奈
仁
奴
祢
乃

（

）

（

）

（
　
　
） 

（
　
　
） 

（

） 

（
　
　
　
　
） 

（

） 

（

） 

（

） 

（
　
　
　
　
） 

（

） 

（

） 

（

） 

（
　
　
　
） 

（

） 

（
　
　
　
　
） 

（

） 

（

） 

（

）

（

） 

・

・

（
　
　
　
）

・
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次
の
漢
字
を
「
成
り
立
ち
」
の
上
か
ら
分
類
す
る
と
、
ア
象
形
、
イ
指
事
、

ウ
会
意
、
エ
形
声
の
ど
れ
に
属
す
る
か
、
記
号
で
答
え
よ
。

q

中〔

〕

w

鳥〔

〕

e

清〔

〕

r

明〔

〕

t

炎〔

〕

y

語〔

〕

u

心〔

〕

i

本〔

〕

次
の
漢
字
の
部
首
に
あ
た
る
部
分
を
書
き
抜
き
、
そ
の
名
前
を
書
け
。

L例

稲
…
…〔

〕（
の
ぎ
へ
ん
）

q

w

e

r

t

y

u

i

o

!0

!1

!2

!3

!4

!5

!6

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

2 1

次
の
漢
字
の
総
画
数
を
算
用
数
字
で
書
け
。

q

医〔

〕

w

矛〔

〕

e

険〔

〕

r

貫〔

〕

t

抵〔

〕

y

庭〔

〕

u

風〔

〕

i

扱〔

〕

o

究〔

〕

!0

糸〔

〕

!1

版〔

〕

!2

進〔

〕

次
の
漢
字
の
筆
順
と
し
て
正
し
い
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア

q

イウア

w

イウア

e

イウア

ア

r

イ

t

イ

ウ

ウ

y

ア

u

ア

イ

イ

i

ア

o

ア

イ

イ

!0

ア

!1

ア

イ

イ

q〔

〕

w〔

〕

e〔

〕

r〔

〕

t〔

〕

y〔

〕

u〔

〕

i〔

〕

o〔

〕

!0〔

〕

!1〔

〕

4 3

tdgdbtdgdbtdgdbtdgdbtgbtgbtgb

tdgdbtgbtgbtgb
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q 漢字の基礎

次
の
漢
字
の
太
線
の
部
分
は
、
筆
順
の
上
で
第
何
画
目
に
あ
た
る
か
。
算

用
数
字
で
書
け
。

q

（

）

w

（

）

e

（

）

r

（

）

t

（

）

y

（

）

u

（

）

i

（

）

o

（

）

次
の
Ａ
群
と
Ｂ
群
の
そ
れ
ぞ
れ
一
字
ず
つ
を
上
下
に
組
み
合
わ
せ
て
で
き

る
漢
字
を
例
以
外
に
十
個
答
え
よ
。

Ａ
　
群
　
　
　
Ｂ
　
群
　
　
　
L例

t
と
キ
　
で
「
答
」

q

立
　
　
　
ア

力

w

明
　
　
　
イ

寸

e

敏
　
　
　
ウ

口

r

道
　
　
　
エ

衣

t

竹
　
　
　
オ

早

y

少
　
　
　
カ

京

u

雨
　
　
　
キ

合

i

日
　
　
　
ク

灰

o

今
　
　
　
ケ

皿

!0

代
　
　
　
コ

田

!1

山
　
　
　
サ

糸

次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
グ
ル
ー
プ
は
、
同
じ
偏へ

ん

が
つ
く
こ
と
で
新
し
い

漢
字
に
生
ま
れ
か
わ
る
。
そ
の
偏
を
考
え
て
書
け
。

L例

青
　
永
　
毎
　
由
（

）./

清
　
泳
　
海
　
油

7 6 5

q

反
　
公
　
兆
　
黄
（

）

w

方
　
呉
　
司
　
者
（

）

e

巨
　
友
　
舎
　
非
（

）

r

申
　
土
　
兄
　
単
（

）

t

干
　
市
　
却
　
旨
（

）

y

十
　
同
　
失
　
広
（

）

仮か

名な

は
中
国
か
ら
伝
来
し
た
漢
字
を
簡
略
化
し
て
造
り
出
さ
れ
た
。
ひ
ら

が
な
は
漢
字
を
く
ず
し
た
形
か
ら
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
の
一
部
を
と
っ
た
も

の
が
多
い
。
次
の
仮
名
は
ど
の
漢
字
か
ら
で
き
た
も
の
か
。
後
か
ら
選
ん
で

書
け
。

q

リ（

）

w

ホ（

）

e

ア（

）

r

ヌ（

）

t

カ（

）

y

は（

）

u

ま（

）

i

た（

）

o

ゆ（

）

!0

む（

）

〈
参
考
〉

「
万
葉
集
」の
原
文
は
、
漢
字
の
意
味
に
関
係
な
く
、
そ
の
音
訓
を
借
り
て

日
本
語
を
表
記
し
た
〝
万
葉
仮
名
〞
で
書
か
れ
て
い
る（
一
種
の
仮
借
文
字
）。

次
の
有
名
な
歌
三
首
を
読
み
、
ひ
ら
が
な
で
書
い
て
み
よ
。

Lア

春
過
而
　
夏
来
良
之
　
白
妙
能
　
衣
乾
有
　
天
之
香
来
山

（
持
統
天
皇
）

（

）

Lイ

田
児
之
浦
従
　
打
出
而
見
者
　
真
白
衣
　
不
尽
能
高
嶺
爾

雪
波
零
家
留
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
部
赤
人
）

（

）

Lウ

宇
良
宇
良
爾
　
照
流
春
日
爾
　
比
婆
理
安
我
理
　
情
悲
毛

比
等
里
志
於
母
倍
婆
　
　
　
　
　
　
　
（
大
伴
家
持
）

（

）

9 8
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